
                                              

伴奏講座（11回目）を下記お知らせの通り、1 泊 2 日の日程で開催いたします。

毎回、講座の終わりに参加者から感想や要望などを聞きます。多くの方が「来年も開催し

て欲しい」、「次回も参加したい」と述べるなど、好評に応えて今年度も企画いたしました。

参加者の中には、すでにいろいろなところで実践をされている方も見受けられますが、全

く伴奏の経験のない方でも安心して学習できるように二人の講師が分担して行います。（例え

ば、一人一人がコード《和音》の学習や伴奏に取り組む教室、あるいは、グループで学習す

る教室など）今年度も是非ふるってご参加ください。（夜の交流会が楽しみで参加する方もい

るようです）

■伴奏講座のお知らせ・・・・・1P    ■伴奏講座昨年の様子・・・・・2P    

■第 25 回関東アコーディオン演奏交流会出場者等からの感想・・・・・3～4P

■城山うたごえサロン取材記・・・・・5～7P   ■ホワイトボード・・・・・8～10P
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★ 講 師 青山 義久氏 ／ 池田 健氏

■ 2014 年 2 月 8 日（土）11：00 集合～9 日（日）16：00 解散予定（1 泊 2 日）

■ 会 場 星槎高校キャンパス http://www.seisa.ed.jp/takao/
■ 参加費 13.000 円（テキスト代、宿泊費、食事代：4 食、交流会費すべてを含む）

  ※全日程参加を基本としますが、日帰りでの参加も可能です。

■ 講師が二人ですので充実した内容です。

■ 申込み＆問合せ

  Tel＆Fax 044-877-9871 塚本五郎 E-mail tsuka@meg.biglobe.ne.jp
■ 申込み締切り 2014 年 1 月 19 日（日）★定員 30 名

《講座内容》（初心者の方にもわかり易く伴奏のツボを教えます）

この伴奏講座は、経験豊かな講師と一緒に実践することで、世の中にはたくさんのリ

ズムがあることやフレーズとフレーズの合間に何をするか、また、コード（和音）や

歌い手との関係など、独奏との違いを学ぶことで演奏の幅を広げることができます。

また、この宿泊コースは各人の疑問や経験などを皆さんと話す機会を持ち交流するの

が特長です。

第 11 回 参加者募集！
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